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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穿孔針（Ｐ）を有するガス装置に接続可能な、液体燃料ガスのカートリッジ（２）であ
って、
　壁に上記穿孔針（Ｐ）によって穿孔可能な穿孔可能部（６）を有する貯槽タンク（３）
と、
　上記穿孔針（Ｐ）によって穿孔後に加圧された液体が流出することを防ぐ又は低減する
ように設計され、上記貯槽タンク（３）の壁を直接的又は間接的に押すように設計された
弾性手段（９）により該貯槽タンク（３）における上記穿孔可能部の周囲の壁に押し付け
られるように設計されたシール（８）が設けられた弁（７）を有する装置とを備え、
　上記弁（７）は、上記穿孔可能部（６）に対向する位置に、
　　上記穿孔針（Ｐ）の部分の長さよりも短い第１の距離（ｄ１）だけ上記穿孔可能部（
６）から離れて該穿孔針（Ｐ）により穿孔可能な中心部（１２）と、
　　上記穿孔針（Ｐ）の部分の長さよりも長い第２の距離（ｄ２）だけ上記穿孔可能部（
６）から離れて該穿孔針（Ｐ）により穿孔不能な周辺部（１３）とを備えることを特徴と
するカートリッジ（２）。
【請求項２】
　請求項１に記載のカートリッジ（２）において、
　上記弁（７）は、周辺領域の外側に、外面で上記シール（８）を収容する外周部を有し
かつ該シールを支持する支持部分（１４）を有する、カートリッジ（２）。
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【請求項３】
　請求項２に記載のカートリッジ（２）において、
　上記シール（８）は上記貯槽タンク（３）の壁に面しかつ上記支持部分（１４）の溝（
１５）に収容される、カートリッジ（２）。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のカートリッジ（２）において、
　上記シール（８）は上記穿孔可能部（６）の外側の領域で上記貯槽タンク（３）の壁を
押すように配置される、カートリッジ（２）。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のカートリッジ（２）において、
　上記弾性手段（９）は、特に溶接により上記貯槽タンク（３）の壁に固定された支持体
（１０）を押す、カートリッジ（２）。
【請求項６】
　請求項５に記載のカートリッジ（２）において、
　上記支持体（１０）に対して上記弁（７）を保持するための手段（１８）を備え、該手
段は上記支持体（１０）に対して上記弁（７）が保持可能になるように設計される、カー
トリッジ（２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体燃料ガスのカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　壁に穿孔（孔あけ）可能な部分を有する貯槽タンクと、
　カートリッジの穿孔後に加圧された液体が流出することを防ぐ又は低減するように設計
され、貯槽タンクの壁を直接的又は間接的に押すように設計された弾性手段により貯槽タ
ンクにおける穿孔可能部の周囲の壁に押し付けられるように設計されたシールが設けられ
た弁を有する装置とを備えた液体燃料ガス用カートリッジを用いることは公知である。
【０００３】
　この種類のカートリッジは、最適な操作により用いられた場合、穿孔後にカートリッジ
から液体が漏れることを効果的に低減させる又は防止することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようなカートリッジは、特に穿孔針を備えたガス装置と共に使用されるように設計
されている。この穿孔針は、ガス装置が正常に使用される状態で、穿孔可能部の中心を垂
直に通るようにカートリッジを穿孔しなければならない。しかし、ガス装置が使用方法に
従ってカートリッジに取り付けられない場合、穿孔針がカートリッジの軸に対して傾いて
穿孔するか又は穿孔可能部に対して偏心してカートリッジを穿孔する場合がある。
【０００５】
　このような状態において、カートリッジと装置の間に設けられたシールは組み立て部を
封止する位置になく、漏れを防ぐように設計された弁は穿孔針によってずらされる。その
結果、ガスが漏れる場合がある。
【０００６】
　したがって本発明の根底にある技術的課題は、正常な使用状態に対応しない位置で装置
を取り付けた場合に液体が漏れないカートリッジを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって、本発明の主題は上述した種類のカートリッジであって、弁が、穿孔可能部
に対向する位置に、
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　貯槽タンクを貫通するように設計された穿孔針の部分の長さよりも短い第１の距離だけ
穿孔可能部から離れた中心部と、
　貯槽タンクを貫通するように設計された穿孔針の部分の長さよりも長い第２の距離だけ
穿孔可能部から離れた周辺部とを有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明の構造では、カートリッジがガス装置に対して正しく配置されずこの装置の穿孔
針が貯槽タンクの軸に対して傾いて又は穿孔可能部の中心からずれて貯槽タンクを穿孔し
た場合、穿孔針は弁の中心部と接触しない。一方、穿孔針の先端は、カートリッジを貫通
する穿孔針の長さよりも長い距離だけ穿孔可能部から離れたところで弁の周辺部に対向す
るように位置する。その結果、穿孔針は弁を動かさず、ガス漏れが防止される。
【０００９】
　正常の使用状態では、穿孔針は実質的に貯槽タンクの軸上にあり、穿孔針の先端は弁の
中心部と接触し、カートリッジを貫通する穿孔針の長さよりも短い距離だけ穿孔可能部か
ら離れて位置する。したがって、穿孔針が弁を動かし、ガスはカートリッジの外部へ排出
され得る。
【００１０】
　弁は、周辺領域の外側に、外面でシールを収容する外周部を有しかつシールを支持する
部分を有すると有利である。
【００１１】
　この外周部により、穿孔針が穿孔可能部に対して偏心して又は傾いて貯槽タンクを貫通
した場合にシールを穿孔針の先端による損傷から保護することが可能になる。加えて、カ
ートリッジを穿孔している間に切り取られる切れ端との接触からシールを保護することも
可能になる。
【００１２】
　ある実施形態によると、シールは貯槽タンクの壁に面しかつ支持部分の溝に収容される
。この溝は、特に保護外周部を構成する。
【００１３】
　シールは、穿孔可能部の外側の領域で貯槽タンクの壁を押すように配置されると有利で
ある。
【００１４】
　シールがこのように配置されることにより、穿孔針が穿孔可能部に対して偏心して又は
傾いて貯槽タンクを貫通した場合にシールを穿孔針の先端による損傷から保護することが
可能になる。
【００１５】
　弾性手段は、特に溶接により貯槽タンクの壁に固定された支持体を押すと有利である。
【００１６】
　ある実施形態によると、カートリッジは支持体に対して弁を保持するための手段を備え
、該手段は支持体に対して弁が保持可能になるように設計される。
【００１７】
　このように配置することにより、支持体をカートリッジに固定する前に、弁及び支持体
と弾性手段とを取り付けたままであることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　十分な理解を得るため、発明を限定しない例として本発明によるガスカートリッジを示
す添付の図面を参照して説明を行う。
【００１９】
　図１及び図２に示すある実施形態において、本発明による液体燃料ガスのカートリッジ
２は、一方ではドーム４まで伸び、他方では変形底５で終端する円筒状の周壁を有する貯
槽タンク３を備えている。
【００２０】
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　貯槽タンク３の壁は、ドームの上部において貯槽タンク３の円筒状の周壁のＡ軸上に位
置する凹状の皿形をした穿孔可能部６を有している。
【００２１】
　カートリッジ２は、貯槽タンク３の内部に、カートリッジの穿孔後に加圧された液体が
流出することを防ぐ又は低減するように設計された装置を備えている。
【００２２】
　この装置は、穿孔可能部６の周囲にそこから所定の距離を隔てて貯槽タンク３の壁に溶
接された支持体１０を押すコイルばね９により穿孔可能部６の周囲で貯槽タンク３の壁に
押し付けられるように設計されたシール８が設けられた弁７を備えている。
【００２３】
　弁７は、穿孔可能部６に対向する位置に、
　貯槽タンク３を貫通するように設計された穿孔針Ｐの部分の長さよりも短い第１の距離
ｄ１だけ穿孔可能部６から離れた中心部１２と、
　貯槽タンク３を貫通するように設計された穿孔針Ｐの部分の長さよりも長い第２の距離
ｄ２だけ穿孔可能部６から離れた周辺部１３とを有する。
【００２４】
　また弁７は、周辺部１３の外側に、貯槽タンク３の壁に面しシール８を収容するための
溝１５を有する、シール８を支持する支持部分１４をさらに備える。このシールは穿孔可
能部６の外側の領域で貯槽タンク３の壁を押すように配置される。
【００２５】
　弁は、穿孔可能部６とは反対の側に、ばね９を支える外側肩部１６を備えている。また
弁７は、支持体１０の孔１９を貫通しかつ端部に止め部２０を有する、少なくとも２つの
弾性爪部１８をさらに備えている。これらの爪部は、支持体に対して弁７を保持するため
の手段を構成し、支持体が貯槽タンク３に固定される前に支持体に対して弁を保持可能に
する。
【００２６】
　図１及び図２に示す実施形態において、支持体１０は、貯槽タンク３の壁に特に溶接に
よって固定されるように設計された外側折り返し部２２と、弁の爪部１８と係合する孔１
９が配置された底部とを有する円筒状の側壁を有する部材からなる。
【００２７】
　図２から分かるように、カートリッジが例えば図３に示す種類のガス装置に対して正し
く配置されず、この装置の穿孔針Ｐが貯槽タンクの軸に対して傾いて又は穿孔可能部の中
心からずれて貯槽タンクを穿孔した場合、この穿孔針は弁の中心部１２と接触しない。一
方、穿孔針の先端は、カートリッジを貫通する穿孔針Ｐの長さよりも長い距離ｄ２だけ穿
孔可能部６から離れたところで弁の周辺部１３に対向するように位置する。
【００２８】
　言うまでもなく、本発明は上述の好ましい実施形態に限定されるものではなく、その様
々な変形例もすべて本発明に包含する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、本発明によるカートリッジの長手方向の部分断面図である。
【図２】図２は、図１に示す図に垂直な面を拡大して示す、本発明によるカートリッジの
長手方向の部分断面図である。
【図３】図３は、穿孔針を備えたガス装置の断面図である。
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